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微生物資材による土壊病害抑止の可能性

L 1 S A (低投入持続型農業〉など環境に優し

い農業が求められている今日，農薬の使用を抑制

する意味から微生物資材に深い関心がょせられて

いる。微生物資材は多種類のものがあるが，有用

な微生物を有機物に混合または鉱物質に吸着した

ものが多く，堆きゅう肥などの有機物のもつ効果

のうち，微生物の機能をさらに強化したものとい

える。ここでは，現在，一般に流通している微生

物の性質と， トマト根腐萎ちょう病に適用した場

合の効果例を紹介し，微生物資材による病害抑止

効果について考えてみる。

1. 微生物資材の種類

現在流通している微生物資材は数多く，全国土

壌改良資材協議会の資料1) によれば67資材が紹介

されているが，一般に流通している資材はさらに

多く， 100以上の種類がある。微生物資材の内容

は，大部分が有用微生物を培養して添加したもの

であるが，なかには有用微生物の増殖環境をつく

る資材だけが入っているものもある。また，商品

形態、も液状のものから，堆きゅう肥等の有機物や

ノぐーミキュライトなどの鉱物に吸着させたものま

神奈川県園芸試験場

環境科長藤原俊六郎

で多岐にわたる。施用量もまちまちであり， 10 a 

あたり 20kg程度のものから 300kgをこすものまで

ある。しかし，添加されている微生物についての

記載は抽象的なものが多く，大部分の資材で微生

物の種類は明らかにされていなし、。

これらの資材の効果は大別すれば，

①地力を増進する効果をもつもの，

②土壌病害を抑止する効果をもつもの，

③堆肥化や土中の稲ワラ分解を促進するもの，

に分類できる。全国土壌改良資材協議会資料1) を

参考にして，効果と商品形態別にまとめたものを

図1に示した。効果はメーカーの表示しであるも

のであり，資材によっては複数の効果を表示して

いるため，主として効果のあるもので分類した。

土壌改良効果や作物増進効果などを総合的に含

めた地力維持に効果があるとするものが最も多

く，全体の半数近い。このなかには鉱物質資材に

有用微生物を吸着したものが最も多く，有機質資

材に混合したものと液状のものは同数であった。

拾抗微生物による土壌病害抑止効果を中心とし

た連作障害回避資材が次に多い。この資材は有機
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図 1 微生物資材の効果別の商品形態分布

(全国土壌改良資材協議会会員要覧，1990より作成〉

主として地力維持
に効果のあるもの

主として連作|埠'喜

に効果のあるもの

主として腐熟促進

に効果のあるもの

。商品数

句鉱物質

質資材に添加したものが最も多く ，液状のものは

ほとんどない特徴がある。

堆j]巴化や水田に稲ワラをすき込む場合などの有

機物分解効果をねらう腐熟促進資材芯点数が少な

いが， 有機質資材に添加したものが多レ。

有機質資材，鉱物質資材を主体にした微生物資

材の走査型電子顕微鏡写真を示 した。'ゲ真 1は有

写真 1 有機物と土壌混合微生物資材(1，000倍〉

写真 2 パーク堆肥混合微生物資材(1，000倍〉

10 20 30 

写真 3 パーミキュライト吸着微生物資材

(1，000倍)

機物と少量の土壌様物質に微生物を添加したもの

で胞子や菌糸がみられる。この形態をした資材が

最も一般的である。写真 2はパーク堆JJ巴に微生物

資材を添加したものであり ，堆肥中で微生物が増

殖し，数多くの胞子や菌糸がみられ，菌の種類と

量がともに豊富なことがわかる。写真 3はノ〈ー ミ

キュラ イトに培養した微生物を吸着させたもので

あり，この形態の微生物資材も多い。

2. トマト根腐萎ちょう病抑止効果

これら微生物資材に関しての研究は， 自治体研

究機関で多く行なわれてし、る。体系だった研究と

しては， 全農の実施した連絡試験2)があるが，病

害の種類や地域による差がみられ明確な結論はで

ていない。これは， 病害試験は発病条件に違いが

あり 再現性に問題があることや，微生物資材の効

果が一律にてあらわれないことなどの条件による

と考えられる。
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図 2 微生物資材によるトマト根腐萎ちょう病の抑止効果

資材名(件数) --2一一一ト-----3一一一ト一一 4一一一1------5---

A (3件)
トーか最寸ト低ーーベ平〉均寸最高

B (3件)
有機質資材

と混合した
C (2件) 。

資材 G (3件) トー0-→

I (6件) 1--0-1 

鉱物にl吸着 H (3件) トーーベ〉→

した資材 V (7件) k) 

キチン質・ R (5件) 。
混合資材 S (4件) ト-0---l

(注1)1984-89年度の全国の病理・土壌肥料成績概要書より作成。

(注2)言Hilliは、発病率が対照|玄と同等の場合を 3とし、やや抑制効
果の認められたもの4、抑制効果の大きいもの 5、やや病害を増加

させたもの2、とした。平均値と最低、最高評価を図示した。

より多くの事例をみる意味で，過去 5年間にわ

たる病理及び土壌肥料の試験研究成績書3)から，

トマト根腐萎ちょう病(病原菌Fusariumoxyゆ0-

rum f. sp. lycopersici)の抑止効果を試験した事例

をまとめたものを図 2に示した。この図は，対照

区の病害発病度を 3とし，対照区と比べ効果があ

ったものを 4，大きな効果があったものを 5，逆

に対照、区より激しく発病したものを 2として表示

した。また微生物資材は，堆きゅう肥等の有機質

資材と混合したもの，パーミキュライト等の鉱物

に吸着させたもの，キチン混合堆肥化物及びキチ

ン類似物質に分類して集計した。

資材により効果にばらつきがみられるが，発病

を軽減させる効果がみられるものがある。なかで

もキチンを含むものは効果が高い傾向にあり，そ

れを含めた 3つの資材は，実験例すべてで効果あ

りと判定されており，病害抑止効果が期待され

る。しかし，これら成績書には，結果が良いもの

だけが記載される危険性があるため，より多くの

使用例を含めて効果を判定することが必要であ

る。

次に，同様にトマト根腐萎ちょう病について，

神奈川県園試で 7種の微生物資材を試験した例を

紹介する。図 3は，供試した 7資材を希釈平板法

による微生物分析した結果の指数値をとりレーダ

チャートにしたものである。資材の特徴を明確に

するために，糸状菌をF，放線菌をA，細菌をB

とし，微生物数が多いものを大文字，少ないもの

を小文字にして分類した。その結果，資材Bは細

菌型，資材DとGは均衡型，他は放線菌型に分類

でき，多くの微生物資材が放線菌重視で製造され

ていることがわかる。

ピさらに，その資材を用いて病原田菌 Fusarium

oxysporumと対峠培養を実施した結果，資材Cと

Gに比較的強い静菌効果がみられた〈表 1)。

その資材を用いてトマトをポット栽培した。資

材は育苗用ポットと定植用ポット両方に入れ， 11 

月定植の抑制トマト(品種:ホマレ114)を栽培し

た。翌年 3月に発病調査を実施した結果，資材C

とGにわずかに病害抑制効果がみられた〈表 1)。

この結果は，対峠培養結果とほぼ一致しており，

資材に含まれる微生物の拾抗作用による結果であ

ることが類推された。

微生物資材はこれらの事例のように，多少の病A
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図 3 微生物フロラによる微生物資材の特性(神奈川県園試 1990年〉

糸17

資材 A
fAb型

糸T7

資材 E
fAB型

糸17

6 

資材 F
fAB型

糸17

資材 C
FAb型

資材 G
FAB型

糸17

表 1 微生物資材利用によるトマト根腐萎ちょう病抑止効果(神奈川県閤試 1991) 

資材名
資材の種類 Fusarium トマト栽培試験結果

(形状) 枯抗程度a 収量(kg/株) 根腐れ度b 発病度c

A 有合機成+鉱物 1. 90 ( 86%) 90 60 
B キチン Eド 2.30(104%) 80 45 
C 鉱物吸着 大 2.61 (118%) 75 40 
D 鉱物吸着 中 2.07( 94%) 90 45 
E 有機+鉱物 中 1. 90 ( 86%) 85 45 
F 鉱物吸着 2.26(102%) 100 55 
G 有機物混合 大 1. 91 ( 86%) 80 30 

ーーーーーーー圃・・岨同静輔 ---園田ーーーーーー・・ーー--】司帽----司幽 E 曹司---幽・・ーー帽悼同ー』‘--・・-----ー司---ーーー岬-_.ー--骨軸司帽曲目ーーーーーーーーーー・・ーー

対照 2.21 (100%) 100 50 

a:対峠培養によるFusariumの抑制程度

b:根の腐敗あるいは褐変程度(100が最大)

c:地際導管褐変程度(100が最大)

害抑止効果が認められるものの，その効果の安定

住には欠けており，大きな効果は期待できないと

いえる。

3.. 微生物資材の使い方

多種類の微生物が働き堆肥ができるように，

自然界では微生物は環境に適応した状態に常に変

化している3このため，有機物中や土壌中に単一

種類の微生物を高いレベルで生存させることは困

難であるo. したがって，微生物資材による土壌病

害抑止は，拾抗微生物による静菌作用，溶菌作用

などの直接効果よりも，間接効果によるものが大

きいと考えられる。間接効果には，①作物の健全

生育を促すことにより病害に対する抵抗性をもた

せるもの，②多種多量の微生物が存在し，微生物

が多様化することによる微生物どうしの競合作用

が考えられる。

微生物資材による病害抑止効果は，農薬のよう

に完全なものではなく，病気を軽減することはで

きても絶滅することは困難である O 長野県野菜花

き試験場におけるハクサイ黄化病の試験的は貴重

な成功例のひとつであり，連用 3年目から顕著な

効果がみられている。これらの事例を参考にして

考えれば，微生物資材を土壌病害抑止のために利

用するうえでの注意点は次のものがあげられる。
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①有機物や微生物資材は農薬ではないため，土

壌病原菌を殺す能力は極めて低い。発病の著しい

圃場では，土壌消毒を行なったあとに微生物資材

を堆肥とともに施用する。

②ただ 1回の施用では効果が小さくても，連用

することにより効果が期待できることがある。

③果菜類のように地上にできる果実を利用した

り，栄養生長期に収穫する葉菜類では利用の可能

性は大きいが，地下部を利用する根菜類では，病

害のかなりの部分が抑制されても根部表面にわず

かに残る障害で商品価値が無くなるなどの問題が

あり，利用に問題が残る。

④微生物資材は万能ではないため，病害抑止に

適した資材の選定が必要である。しかし，現在流

通している微生物資材の種類と病害の種類が非常

に多いため，適切な組み合わせを検索するための

簡易効果判定法の開発が必要である。

引用文献

1) 全国土壌改良資材協議会編:全国土壌改良
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第 1表 トルコギキョウの各種育苗方法の利点

トノレコギキョウの と問題点

はじめに

セノレ成型育苗

大分県温泉熱利用花き園芸試験場

研究部研究員 藤原 博文

近年， トルコギキョウは切花類、の中で生産が非

常に増加している品目の 1つであり， 今後キク，

パラ，カーネーシ ョン の次に位置してくるであろ

うという予測もある。本県においても，この 4年

間で栽培面積が3.5倍， 生産額が 4倍と i曽加し

fこO

栽培上の問題点としては，種子の大きさが微細

で，苗の生育も緩慢でノ〈ラツキが多 く育苗が困難

であること，夏期に播種するとロ ゼッ ト化するた

め周年出荷が困難なこと等があげられてきた。し

かし，最近では全国の研究機関等で研究が行わ

れ，その成果が出揃ってきており ，これらの問題

点は解決されようとしている。

また，近年園内の野菜，花きの育苗においてセ

ル成型 トレイの利用が非 I常に盛んになってきてお

り， トルコギ キョウの育苗においても利用が進ん

でいる。

当場においてもこれらの研究に取組んでいる

が，ここでは育苗時にセル成型 トレイを使用 した

場合の利点と問題点，ならびに，本県におけるセ

ル成型トレイを使用した実際の育苗方法について

述べたい。

1 セル成型育苗の利点、と問題点

トルコ ギキョウの育苗は，従来，育苗箱あるい

はペーパーポッ トの利用，地床育苗，これらをポ

ットに移植後定値，直播等の方法があり ，それぞ

れに第 1表のような利点と問題点がある。

セル成型トレイを使用した場合の大きな利点と

して，初心者でも定植時にほとんど根を痛めない

こと，定植労力が大幅に削減されることがあげら

れる。他には 1株当たりの面積が一定であるため

均一な苗が作りやすく，運搬性が優れている等が

あり，将来的には移植機の利用も考えられる。

恨の取扱い

両積

j差水労力

定植適期の|幅

用土量

間引労力

j軍搬性

コスト
~.ti 、l'，t，.， 
円 I'd.し

セル成型
育苗箱トレイ。× 

ム 。
ム 。
ム 。。ム。ム。ム。。

ぺーノfー ポッ ト
地床 直播ポット 仮植

ム 。× 。
ム × 。。× xx xx 
ム 。。
ム × 。ム × × 

ム × × 。ム ム ム

問題点としては，セルj点型 トレイを使用 した場

合，育苗面積が育苗箱に比べ 1.5倍程度必要とな

る。特に，育苗時に低温処理をする場合は，コス

トが増加する。また，用土量が少ないため定植適

期の期間が他の育苗法に比べて短い。他には， 1 

つ lつのセルが独立しているため，乾燥 しやす

く，潅水むらが発生しやすいので，水分管理によ

り注意が必要なこと等である。

写真 1 トルコギキョウのセル成型苗

写真 2 セル成形苗の定植状況
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資材コストとしては，セル成型トレイ代金は本

間10a当り約 3万円であり，使用後に水洗し殺菌

剤j等で消毒すれば複数回使用もできるため，自家

育苗する場合，コスト面での問題は少ないと思わ

れる。

また， トルコギキョウは直根性のため，直播に

よって最も好ましい生育をするが，実際の栽培に

おいては非常に困難であり，育苗中の低温処理も

できない。一方，セル成型トレイを使用した場

合，育苗終了時には根鉢が形成されており，この

根が巻いている状態はあまり好ましくないと思わ

れる。そこで，セル成型トレイを使用して根が巻

かない方法を現在検討中である。

2. セル成型育苗の方法

1) セル成型トレイの種類

セル成型トレイには様々な種類があるが，県内

では深さが比較的深い「苗作くん」が多く使用さ

れている。これには 171号(セルの大きさ:上面

2.5cm角，深さ 5cm，容量約15mt) と253号(セル

の大きさ:上面 2cm角，深さ 4cm，容量約10mt)

の2種類があり， 171号のほうが深いが，育苗面

積がより多く必要となるため， 253号の使用がほ

とんどである。この場合，本圃 10a当たり 140，..，_，

160トレイ (25，..，_，29trl )が必要である。

第2表 育苗用土が苗の生育に及ぼす影響

2) 育苗用土

長期間の育苗に耐えられる，排水性と通気性の

優れたもので， pH6.5前後， E C O. 2，..，_，0. 4程度

に調整された用土で，土壌消毒されたものが良

し、。

また，最近ではセル成型育苗用の用土がプラグ

ミァクスと称して市販されており，この用土と慣

行用土(淡色黒ボク土67%，腐葉土33%)および

市販育苗用土である与作V1号を使用して当場で

育苗用土試験を行った。その試験結果を第 2---4

表に示した。

基土がプラグミックスの場合，与作V1号を混

入することで苗の生育と揃いが良く，葉色も優れ

た。与作V1号の混入割合は50%が最も優れ，与

作V1号の混入割合が少なくなるにつれ生育が劣

る傾向がみられ，フラグミァクスの単用では生育

が劣った。

基土が慣行用土の場合，単用でも苗の生育は良

かったが，与作V1号を混入することでより優れ

た。与作V1号の混入割合による生育の差は明ら

かではなかった。

また，与作V1号の単用では生育が劣り，葉色

が黄白となる個体が認められた。

この試験結果をもとに，第5表に用土例を示し

育苗用土
葉長1) 葉幅1) 節数

プ。ラグミ、yクス 慣行用土 与作V1号

% % % cm cm 

100 0.4 0.3 1.6 

80 20 1.2 1.0 2.3 

75 25 1.1 0.8 2.1 

67 33 1.3 1.1 2.7 

50 50 1.7 1.3 2.9 

100 1.3 1.0 2.6 

80 20 1.7 1.3 3.0 

75 25 1.5 1.1 2.8 

67 33 1.6 1.3 3.0 

50 50 1.7 1.3 2.9 

100 1.5 1.2 3.0 

(~大分温熱花試 1990) 

根長2)
地上部3) 地下部3)

乾物重 乾物重

cm mg mg 

5.1 0.9 1.4 

5.8 11.6 8.3 

5.3 8.7 7.5 

5.3 14.9 9.0 

5.0 20.5 10.7 

5.6 14.6 10.0 

5.4 21.4 12.1 

5.1 17.8 8.4 

5.4 22.3 10.4 

5.4 22.5 10.8 

4.8 17.5 9.7 

1)最大葉 2)最長根 3)80.Cで96時間乾燥処理後の重さ
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第 3表 供試用土の化学性

育苗用土 有効態陽イオン 交換性塩基
pH EC N ~ N03-N 

フ。ラグミ‘ソクス慣行用土与作Vl号 P205 交換容量 K20 CaO MgO 

% % % % mg mg ロle 町le me me 

100 6.2 0.48 O. 18 68 34 30.5 3.55 17.0 17.1 

80 20 6.7 0.64 0.21 41 259 23.8 2.98 12.2 15.6 

75 25 6. 7 O. 54 O. 20 37 308 22.5 2.96 12.9 15.8 

67 33 6.8 0.55 0.19 23 374 21.8 2.82 11.8 15.7 

50 50 6.9 O. 60 O. 17 22 539 17.5 2.65 10.6 15.0 

100 6.7 0.25 0.66 13 184 41.2 3.89 21.9 9.3 

80 20 6.8 0.43 0.53 9 245 36.0 3.43 18.1 9.4 

75 25 6.8 0.42 0.48 10 323 37.2 3.69 18.0 9.9 

67 33 6.8 0.53 0.48 9 363 36.0 3.45 16.9 10.1 

50 50 6.9 0.63 0.50 7 393 31.8 3.41 14.5 11.3 

100 7. 1 0.83 O. 18 2 896 15.0 2.28 7.3 13.2 

第 4表 供試用土の物理性

育苗用:l二
仮比重

フ。ラグミ‘ソクス 慣行用土 与作Vl号

現物 3相分布
孔隙

圃場

100cc重 |市|相 j夜相 気相 容水量

% % % g % % % % cc 
100 0.17 17.0 7.5 5.0 87.5 92.5 38.5 

80 20 0.24 21. 9 10.4 6.3 83.3 89.6 38.4 
75 25 0.23 25.5 12.4 7.3 80.3 87.6 36.4 

67 33 0.24 26.5 13.0 8.3 78.7 87.0 37.2 

50 50 0.28 29.8 16.1 8.5 75.4 83.9 37.5 

100 0.67 72.2 24.5 7.9 67.6 75.5 41. 9 
80 20 0.58 70.0 21. 3 9.3 69.4 78.7 36.4 

75 25 0.55 67.6 17.9 9.2 72.9 82.1 34.0 

67 33 0.57 60.6 18.5 9.9 71.6 81.5 37.7 

50 50 0.52 51. 2 16.6 10.2 73.2 83.4 38.6 

100 0.40 39.9 19.4 12.2 68.4 80.6 35.8 

第 5表 育苗用土例 11llt当たり約1.3万粒であり，本圃10a当たり 10

，-...; 1511ltが必要である。方法として，コーテイング

種子による播種と，液体播種がある。

用 土 比率 注意点等

① プラグミックズ:与作V1号 1 : 1 十分に混合する。

② 畑土:腐葉土:与作V1号 2:2:1-4 
畑土，腐葉土は1cm程

度のマスで、ふるう。

③ 
畑土:腐葉土:パーミキュライト

2:2:1 
+N: P: K=2g/10kg " 

た。このうち①は，初心者でも揃った菌が作りや

すく， コスートも本圃10a当たり約 2万 5千円主低
いため，県内で普及しつつある。

3) 播種

発芽には， 5，000 Lux以上の光が必要な好光性

種子であるため，~..覆土は行わない。種子は微細で

コーテイング種子は裸種子を炭酸カルシウム等

で覆ったもので，点播が可能であり，非常に簡易

な播種器(ポットル等〉も利用できる。 10mtで約

3，000粒で， 1セル当たり， 1粒播きするか， 2 

粒播きして間ヲlく。コストは，本圃10a当たり約

5，-...;15万円で，裸種子を購入した場合とほぼ同程

度である。

流体播種の方法としては，水 1oにイゲタゲル
(高分子吸収体) 5 gを入れよくかき混ぜて，約

30分放置する。油さし等に，溶いたゲノレ 100mtに

裸種子 1mtの割合で入れ，良く混合し 1滴ずつ落
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としてみる。 1滴中の種子数を確認し， 1滴中 3

粒程度になるよう，ゲルと種子の割合を必ず調整

してから，実際の播種作業に移る。また，油さし

の先端を加工して，力を入れなくてもゲルが出て

くるようにすると， 1滴中の種子数が比較的平均

化し，作業も軽減される。容器内で種子が沈むた

め，播種中幾度か良く振り混ぜる。播種作業は本

圃10a分で 2日程度かかる。

4) 濯水

種子が微細で，播種後に通常の濯水を行うと種

子が流失するため，底面吸水またはミスト潅水を

行う。第 1図に示した底面吸水では，水平をと

り，吸水量のばらつきを防ぎ，根が出始めたら必

はこれ以下では生育がぱらつき，育苗期間が長く

なる。夏期はできるだけ夜温20
0

C以上を避ける。

発芽が揃うまで15""""20日程度で，発芽から定植ま

では40，......，60日程度である。

6) 間引き

本葉が重ならないよう，時期をみて 2回程度行

い， 1セル当たり 1本に仕上げ、る O 残す個体(良

苗〉の基準としては，葉幅が広く，葉が堅く厚

く，徒長していない，葉色が濃い，根が浮いてい

ないものとする O 個体毎に葉に光が十分当たるよ

うな間隔で間ヲ|く。ピンセット等を使用するが残

す個体の葉を痛めたり，根を浮かせたりしないよ

う注意し，間ヲ|く個体が根から除けないときは，

第 1図底面吸水

セル成型トレイ

ず水をヲ|く。両者の共通な管理として，播種前に

用土に十分潅水しておく。過湿，乾燥を避ける。

播種後25，......，30日位で本葉 1対が出始める頃に底面

吸水およびミスト潅水を終了する。終了時期は早

いほうが良い。終了後は目の細かいハス口等で根

を流さないよう静かに濯水する。水はできるだけ

清潔なものを使用する。

5) 温度

温度に敏感で，適温は播種から発芽までが20""""

250C，発芽から定植までが15，......，25
0

Cである。特に

発芽から定植までの夜温は15
0

Cが望ましい。冬期

ビニール、マルチ等

地上部だけを除去する。

7) エアーブルーニング

本葉 1対が出始めたら，第2図に示すように，

セル成型トレイは床面に直接置かず，空気が根と

育苗用土に十分通るように，床面とセル成型トレ

イの聞をあける。金網ベンチの使用が良い。乾燥

には十分注意する。

8) 追肥

本葉 1対頃から葉色を見ながら，液肥を 1，2 

回施用する。濃度はくみあい尿素複合液肥特 2号

の場合， 1，000倍 (N100 ppm)程度とする O 用土

第 2図 工アーブルーニング

金網ベンチ等の場合
(エアーフツレーニング)

ベタ置きの場合

根が外に

出てしまう
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に与作V1号を混入した場合は行う必要はほとん

どないが，葉色が淡くなれば行う。

9) シェード

中間地，高冷地で春以降に定植する場合は，定

植後の温度が高く，日長も長い。このため株が十

分に生育する前に花芽分化が始まり，切花のボリ

ュームが不足しやすい。これを軽減するためにシ

ェードを行う。時期は定植前の30日間に行う場合

と，定植後から30日間行う場合があり，後者のほ

うが効果はやや高いが，イ伊業性を考えると前者の

ほうが行いやすい。;方法は， シルノぐーポリ等で夜

間の 16: 00---8 : 00;に覆う 8時間日長とする。ま

た，夜温が高い時期は注意、が必要であり，暗黒時

はシルバーポリを開放する。

10) 低温処理

発芽から本葉 2対頃までの育苗期間中，夜温が

200Cを越えると高温ロゼットとなる。この場合，

定植後100Cで35日間程度の低温に遭遇しないと抽

台せず，早期播種を行ってもかえって開花が遅れ

てしまう。これを避けるため，夏期に播種し冬期

に出荷する場合，育苗期間中に夜冷育苗，冷房育

苗，高冷地育苗等の低温処理を行う。

夜冷育苗では，夜間の 16: 00，........8 : 00に150Cの

冷房を行い，昼間は自然温度とする。冷房育苗で

は，昼間250C，夜間150Cの冷房を行う。

また，本県には標高800mに育苗センターがあ

り，ここでの育苗を試みているが，その試験結果

を第6表に示した。

第::.6表 播種期が開花に及ぼす影響

1番花
播種期定植期

なお，低温処理の効果には品種による差がある

ため，注意、が必要である。

11) 定植

本葉 2""""'3対が定植の適期であり，この時期を

逃さないようにする。セル成型トレイから苗を抜

き取って，穴に差し込むように定植する。パーミ

キュライト，ピートモス等が用土に含まれている

場合は乾燥しやすいため定植直後にすぐ潅水を行

う必要がある。また，用土が湿っているほうが苗

の抜き取りは行いやすい。

3. 栽培上の留意点

排水の良い圃場を選び、，完熟堆肥等を十分に施

用し，耕土深を深くとり，空気に富む土づくりを

行う。土壌病害が発生しやすいため，連作すると

きは必ず土壌消毒を行う。

発菅期までは，過湿，乾燥を避け，病害の発生

を抑えるために換気を行う。発膏以降は土壌水分

を切り，換気を徹底し，茎が堅く，日持ちの良い

切花を得るようにする。

おわりに

以上のように， トルコギキョウのセル成型育苗

の現状を述べてきたが，育苗労力の省力化，成苗

率や施設の回転率の向上のためには，温度，水，

光等の環境条件のより厳密な把握や機械化が必要

である。また，今後もトルコギキョウの需要を喚

起し続けるためには，花型と花色の種類をさらに

増し，高品質な切花の周年出荷体制を確立するこ

とが必要である。

2番花

開花日切花長切花重節数茎径花数 開花日切花長切花重節数茎径花数

月.日 月.日 月.日 cm g mm 月.日 cm g mm 

6. 2 8. 6 10.20 36.2 29.3 5.4 4;7 8.5 6. 8 93.3 120.0 15.7 9.0 71.0 

6.18 8. 6 10.21 42.3 30.9 5.7 4.7 9.3 6. 8 103.2 156..5 16.5 9.6 81.5 

7. 3 8.16 11.14 42.8 36.3 5.1 4.8 10.2 6. 6 90.5 89.3 16.2 7.5 52.8 

7.14 9. 3 2.10 56.2 115.4 13.2 6.9 31.0 6. 1 92.0 96.9 15.9 7.9 49.4 

8. 4 9.24 3.20 85.0 154.8 15.6 7.7 60.0 6. 9 74.6 37..8 10.5 5.3 18.1 

8.15 10. 9 4.14 100.8 178.4 18.5 8.5 64.2 6.12 71. 8 37.7 11. 0 5.4 30. 5 

品種 ‘あずまのi皮' 定植後温度管理最低夜温12
0

C

育苗圃 玖珠郡九重町(標高800m) 栽植方法 プランター栽培(深さ14cm)
定植岡 当場(標高170.m)， 株間 12 x 15cm相当

セル成型トレイ 苗作くん171号 2番花 1株当たり 2本仕立て


